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鳥類の生息環境としての正常河川と酸‘性河川

平野小二朗

〒382長野県須坂市明徳2３－１０

河川は多くの動植物の貴軍な生息場所であり，烏頬にとっても雨要なﾉﾋ息環境の１つで

ある．河川のL|】には鉱山採掘跡を通過するなどしたために，極度に酸性化されたものがあ

る．そのような河川が鳥類の生息環境としてどのようなものなのかについては，ほとんど

調査されていない．

長野県須坂市を流れる百々川は川底が赤くさびつき，魚類や水生昆虫などが生息しない

強酸'性の河川である．また，鮎川は水能昆虫や魚顛，IIIli生類などが唯恩する砿常な河川で

ある．この両河川を利用する鳥類の越冬期および繁殖期における種顛と個体数を調査した

ので報告する．

調査地および調査方法

調査地の鮎川と白々川はともに上信越高原を水源とし，鮎川は須坂市の南部を，百々川

は中央部を通過して千曲川に合流している．百々川は源流部にてlロ米ｒ硫黄鉱山の採掘跡

付近を流れているため，強度に酸性化している．

調査区域は鮎川は久保山橋から下八丁橋，百々川は百々川橋の200ｍ下流から高甫橋ま

でのともに１ｋｍの区間である．両河川とも３面コンクリート張りであり，一面にヨシ

Pﾊﾉ､α9ｍ秘esaus"､α"sが繁茂し，ところどころにヤナギ類SaZjcaceaesPP.，ニセアカシ

アRo6加japsgudo-acaciaが生えている．

調査は越冬期として，1993年l2jjから1994年２jlまでの３か月間，繁殖期として1994年

４月から６月までの３か月間行なった．各月の上，Ｉｌｌ，下旬に左岸とオi岸の堤防上を１回

づっ，時速２ｋｍの速さで歩き，出現したすべての烏頬の種および個体数を記録した．調

査時刻は午前９時前後とした．

水質調杏はそれぞれの河川で各｣ｌｌＩｒ１１行ない，洲在区域の上端とド端でそれぞれ３か所，

中央部で２か所の計８か所で水素イオン濃度を測定した．

結果

１．河川の酸性度

調査した河川の酸'性度を表１に示した．鮎川，、Irj々川ともに，越冬期と繁殖期，調査地

点間では，大きな差はなかったが，鮎川はｐＨ6.2～ｐＨ6.8，百々 川はｐ113.6～ｐＨ3.8と河
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SurveyPoint
River Ｍｅａｎ±Ｓ､，．

川間では大きな差がみられた．

２．出現した種数と個体数

のべ72回の調査で26種1132羽の鳥類が記録された（表２)．

出現した種数を鮎川と百々川で比較すると，越冬期に鮎川では16穂が記録され，１回あ

たりの最大種数は９種，最小種数は２種，平均種数は3.83±1.65（SD）種であったのに対

し，百々川では９種が記録され，１回あたりの般大種数は５種，最小種数は２種，平均種

数は3.22±0.88（ＳＤ）種であった．また，繁殖期に鮎川では16種が記録され，１回あたり

の最大種数は７種，最小種数は２種，平均種数は4.67±１．３７（ＳＤ）種であったのに対し百々

川では11種が記録され，１回あたりの最大種数は６種，最小種数は２種，平均種数は3.50

±1.29（ＳＤ）種であった．調査期間をとおしてでは，鮎川では24種が記録され平均種数

は4.25±１．５６（ＳＤ）種であったのに対し，百々 川では14種，平均種数は3.36±1.10（ＳＤ）

種であった．越冬期（Mann-WhitneyU＝56.0,,1＝､2＝１８，Ｐ＜0.05,両側検定)，繁

殖期（Ｕ＝32.0,,1＝､2＝18,Ｐ＜0.05,両側検定）および全調査期間（Ｕ＝１８８．０，，１＝

､2＝36,Ｐ＜0.05,両側検定）のすべてで鮎川が有意に多かった（図ｌ）．

記録された個体数を両河川間で比較すると，越冬期の鮎川では425羽が記録され，１回

あたりの最大個体数は107羽，最小個体数は１羽，平均個体数は23.61±26.24（ＳＤ）羽だっ

たのに対し，百々川では229羽が記録され，１回あたりの最大個体数は28羽，最小個体数

は４羽，平均個体数は12.72±7.54（ＳＤ）羽であった．繁殖期に鮎川では266羽が記録され，

１回あたりの最大個体数は30羽，最小個体数は６羽，平均個体数は14.78±6.38（ＳＤ）羽

だったのに対し，百々川では212羽が記録され，１回あたりの最大個体数は18羽，最小個

体数は３羽，平均個体数は14.78±6.38（ＳＤ）羽であった．調査期間をとおしてでは，鮎

川では691羽，平均個体数は19.19±19.34（ＳＤ）羽だったのに対し，百々 川では，441羽が

記録され，平均個体数は12.25±6．１３（ＳＤ）羽であった．越冬期（Ｕ＝93.5,,1＝､2＝18,

Ｐ＜0.05,両側検定)，繁殖期（Ｕ＝67.0,,1＝n2＝18,Ｐ＜0.05,両側検定）および全調

査期間（Ｕ＝337.0,ｚ＝－３．５０，，１＝､2＝36,Ｐ＜0.05,両側検定）のすべてで鮎川が有
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表２．鮎川および百々川に出現した種および個体数．

Table２．Recordedspeciesandindividualnumbers．
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２

考察

鮎川の水質はｐＨ6.2～ｐＨ6.8，百々 川で，ｐＨ3.6～ｐＨ3.8と鮎川はほぼ中性の河川であり，

百々川は強酸性の河川であることが示された．百々川のような強酸性の河川では魚類や水

意に多かった（図２)．

両河川ともに記録された種は，カルガモ，ツバメ，イワツバメ，セグロセキレイ，ヒヨ

ドリ，ジョウビタキ，ツグミ，ホオジロ，カシラダカ，カワラヒワ，スズメの11種で，鮎

川のみの種はゴイサギ，アオサギ，キジ，キジバト，キセキレイ，モズ，カワガラス，シ

ロハラ，ウグイス，オオヨシキリ，アオジ，ハシブトガラスの１２種で，百々川のみのもの

はハシボソガラスだけであった．両河川とも，優占５種で個体数の約90％をしめていた

(表３)．
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Dec、Jan，Feb・Apr・ＭａｙJun・
図１．鮎川と百々川における月別の平均種数密度（種数/ha)．

Ｆｉｇ．1．SpeciesdensityinAyukawaandDodogawaineachmonth（Ｍｅａｎ±Ｓ,，.／ｈａ）
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ＤｅｃＪａｎＦｅｂ、Apr・ＭａｙJun・
図２．鮎川と百々川における月別の平均個体密度（個体数/ha)．

Fig.２．IndividualdensityinAyukawaandDodogawaineachmonth（Ｍｅａｎ±Ｓ､Ｄ／ｈａ）

｡odogaw6

生昆虫，両生類などが生息できないと思われる．このような生物が生息していないという

ことは，鳥類にとっては食物が少ないことにつながる．したがって，百々川では種数，個

体数ともに鮎川より少なかったのだと思われる．したがって，酸性河川は鳥類の生息環境

として好適でないと思われる．
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表３．鮎川および百々川における出現烏種の優先度（％)．

Table３．Dominance（％）ofmajorspeciesinAyukawaandDodogawariver．
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要約

1．酸性河川が鳥類の生息環境としてどのようなものであるかを明らかにするために，長野県須坂市

を流れる鮎川と百々 川において，水質の酸性度を調査した．鮎川の水質はｐＨ6.2～ｐＨ6.8，百々 川

はｐＨ3.6～ｐＨ3.8であった．

2.1993年12月から1994年２月，1994年４月から６月にかけて各月の上，中，下旬に鳥類の生息種数

と個体数を調査した．２６種1132羽の鳥類を記録した．

３．種数は，越冬期の鮎川では16種，百々川では９種が記録された．繁殖期の鮎川では16種，百々川

では11種が記録された．全調査期間をとおして，鮎川では24種，百々川では14種が記録された．い

ずれの期間も鮎川のほうが有意に種数が多く記録された．

4．個体数は，越冬期の鮎川では424羽，百々川では229羽が記録された．繁殖期の鮎川では266羽，

百々川では212羽が記録された．全調査期間をとおして，鮎川では690羽，百々川では441羽が記録
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16.0

４．２

28.87.1

Total 92.5 93.8

また，鮎川のみで確認された種にはゴイサギ，アオサギ，キセキレイ，カワガラスなど

の河川に生息する小動物を食物としている種が多く，両河川とも記録された種や百々川の

みで記録された種には，セグロセキレイを除いては，河川に生息する小動物を食物として

いる種が含まれていなかった．このことも，強酸性の河川では，水生生物が少なく，その

ために鳥類の種数や個体数が減少したことを支持している．
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された．いずれの期間も鮎川のほうが有意に個体数が多く記録された．

５．以上の結果より，酸性河川は鳥類の生息環境として，好適でないことが示された．
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AゐﾉouZo馳詔－１０，Suzuha-shj,jVtIga凡ｏ３８２

Istudiedtheacidityofriverwaterandthespeciesandindividualnumberofbirdswith

riversidelinecensusinordertolearniftheacidwaterriverisasuitablebirdhabitator

not・TheacidityofriverwateroftheAyuｋａｗａａｎｄｔｈｅＤｏｄｏｇａｗａｗａｓｐＨ６,２－６．８ａｎｄｐＨ

3.6-3.8,respectively､Thenumberofspeciesrecordedwerel6andllinwinter,ａｎｄ２４ａｎｄ

ｌ４ｉｎｔｏｔａｌｉｎｔｈｅＡｙｕｋａｗａＲiverandtheDodogawaRiver，respectively・Thenumberof

individualsrecordeｄｗｅｒｅ４２４ａｎｄ２２９ｉｎｗｉｎｔｅｒ,ａｎｄ６９０ａｎｄ４４１ｉｎｔｏｔａｌｉｎｔｈｅＡｙｕｋａｗa

RiverandtheDodogawaRiverrespectively・TheAyukawaRiverhadsignificantlｙｍｏｒｅ

ｓpeciesandindividualsofbirdsthantheDodogawaRiver・Thisresultsuggeststhatariver

withacidwaterisnotasuitablehabitatforbirds．
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